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実習概要 

概要 
4週間の中で、⼊院患者２〜３人を担当していただきます。 

また、内科一般外来や救急外来での診療にも、上級医や指導医と共に⼊ります。 

希望があれば、内視鏡検査(呼吸器・消化器)や処置、超音波検査(腹部・心)、心カテーテル、透析患

者回診、認知症センターでの診療、当直業務の⾒学を組み込むことも可能です。 

医療⾯接 
担当となった⼊院患者の回診を主治医と共に⾏い、毎⽇患者さんと面談するようにします。 

内科初診外来や救急外来で受診された患者の問診を⾏います。                                                                                                       

身体診察 
⼊院患者と外来患者の面談・問診の後、どのような所⾒をとる必要があるかを指導医と確認しながら

実際に⾝体診察を⾏い、その後フィードバックを⾏います。                             

外来での医療面接と⾝体診察はpost-CC OSCEに基づいた形式で⾏い、指導医からのフィードバック

を受けます。                                                                           

カルテ記載 
学生用カルテに、問診と診察での所⾒、病状の推論、診療計画の⽴案を記載し、指導医がチェックを

し、カルテ記載の基本を学んでいただきます。   

 

                                                                                                                             



症例プレゼンテーション 
内科カンファレンスにおいて、担当⼊院患者の症例プレゼンテーション、関連して調べたこと、学ん

だことを発表していただきます。 

その他（特色など） 
当院の内科は臓器別に分かれていないため、どの分野かわからない疾患を症状・症候から推定してい

く過程から担当していただくことが多いです。また、複数の疾患を合併した患者のマネージメントを、

患者背景も含めて優先順位を決めていく全人的診療を学んでいただきたいと思います。 

担当⼊院患者は、できるだけ⼊院から退院までの過程をみていただけるよう配慮します。                                                                                     

学生へのメッセージ 
分からないことは質問する、疑問は置いておかない、積極的に実習していただければよいと思います。                                                                                                                             


